
 
 
 
 
 
 
初代 山本 武蔵氏 （昭和２４年～昭和２８年） ５代 髙橋 健次郎氏 （昭和５０年～昭和５２年） 
２代 小川 庄平氏 （昭和２８年～昭和３２年） ６代 田口 信雄氏 （昭和５２年～平成１３年） 
３代 大野 太郎氏 （昭和３２年～昭和３８年） ７代 相田 琢磨氏 （平成１３年～平成２４年） 
４代 高原 信次郎氏 （昭和３８年～昭和５０年） ８代 流石 清氏 （平成２４年～平成２５年） 

 
 

 
 
 
昭和２２年ごろから町の秩序も整い始め、商店街の復興とともに町会も活動を活発化し、昭和３０年頃より区
の協力により町の消毒、夏休みには子供会共催の早朝ラジオ体操、町内清掃など実施。秋には大型バス２台
で日帰り旅行、敬老会（参加者７０名以上）の会食など婦人部の活躍もあり、福祉厚生面の活動も充実してゆ
きました。昭和３２年ごろには栄町公園が開園し、夏の神明氷川神社の大祭に合わせて、わが町主催で始まっ
た公園内での盆踊り大会は今では近隣５町会共催の年中行事として、平成４年以来開催の春の桜まつりと共
に地域の融和の象徴として活況を呈しています。 
平成１７年より始めた古紙等集団回収も区の助成金に助けられ、大切な収入源となっています。 
町会員への還元として行っているトイレットペーパーの配布は 1年間の町会活動協力への感謝を込めて実施
し喜ばれています。定期的な防災訓練、防犯・見守りパトロールなど安全・安心に資する活動も継続的に実施
しています。 
 
 
 
我が町会を取り巻く状況は、新区民活動センター・ 
地域スポーツコミニュティープラザ・いちょう公園等 
が開設し福祉厚生環境は充実しましたが、学校再編 
で３つあった小学校は２校になり、中学校はすでに１ 
校となっています。少子高齢化が進む中、町会活動 
にも影響してゆくことは予想されます。そんな中、安 
全で安心して暮らせる町作りが町会の役割として期 
待されてい ます。会員の確保と、高齢化による活動 
の限界を意識しながら、先達が推し進めてきた各行 
事を維持しつつ新たに課せられる課題と向き合い、 
笑顔と子供たちの歓声があふれる町作りを模索する。 
そんな未来を描きながら会員仲良く手を携えながら 
（時には介添えが必要かも）進んでゆきたいと考えて 
います。 
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